
 

安曇野市総合計画前期基本計画総合評価について 

（対象年度：令和３年度） 
 

 

部局の枠をこえた視点で政策の分析・検証を行うことで、達成度や課題を明らかとするため、５つの

「基本目標」と数値目標の設定のある 45 の「基本施策」を単位に評価を実施しました。各基本施策の評

価は、それぞれの施策評価シートをご確認ください。 

 

【施策評価シート掲載事項】 

１ 基本施策に対する基本姿勢 

当該基本施策の目指すべき方向性を記載しています。 

２ 施策指標 

当該基本施策の進捗状況を、目安となる指標の達成度合いや分析コメント等で示しています。 

３ 基本施策を構成する事務事業の評価 

当該基本施策に紐づいた事務事業ごとの評価を示しています。 

事務事業の評価の視点は以下のとおりです。 

【評価の視点】 

評価は「妥当性」・「有効性」・「効率性」の３つの視点で実施。 

以下の、各評価の視点に１つでも該当する事業があれば、評価は「低」とする。 

妥当性 １ 市が実施しなくても、公平性・公正性が確保できるなど、市が事業に関与

する必要性が薄れている。 

２ 利用者や対象者数が減少するなど、住民ニーズが低下している。 

有効性 １ 事務事業の成果が、施策の目的に貢献していない。 

２ 評価の指標が達成されていない。 

３ 事業を継続しても成果の向上が期待できない。 

効率性 １ 効果に比べてコストが高い。 

２ 他の実施主体を活用し、成果を維持したまま事業費等の削減が可能。 

３ 事業内容を部分的に廃止又は縮小しても成果の達成が可能。 

【総合評価と今後の方向性】 

妥当性 有効性 効率性 総合評価 今後の方向性 

高 高 高 Ａ 現状のまま事業を実施することが適当 

高 高 低 Ｂ 事業の進め方の改善が必要 

高 低 高 Ｃ 事業効果を高めるための方策を検討 

高 低 低 Ｄ 事業の抜本的な見直しが必要 

低 ― ― Ｅ 事業の縮小・廃止のスケジュールを検討 

４ 所管課による評価 

当該基本施策に紐づく事務事業を所管する担当課長等による、当該基本施策の評価を掲載してい

ます。 

５ 総括評価 

当該基本施策について、全ての課等の評価を踏まえた総括評価を掲載しています。 
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１．基本目標１ いきいきと健康に暮らせるまち   

 

誰もが生きる喜びを感じ、住み慣れた地域でいきいきと健康に暮らせるまちをつくります。 

 

【基本目標に係る評価の概要】 

（１）数値目標の達成状況 

この基本目標に関する数値目標は 16 項目あり、その進捗の判定は以下のとおりです。 

予定以上 順調 停滞 測定不可 合計 

１ ８ ７ － １６ 

 

指標 単位 
現状値 

（H28） 

目標値 

（R4） 
H31 R2 R3 達成率 進捗状況 

各種がん検診受診率 ％ 22.8 50.0 22.5 28.5 21.1 42.2 停滞 

特定健康診査受診率 ％ 47.0 58.0 47.9 40.3＊ 44.4＊ 76.6 順調 

特定保健指導実施率 ％ 41.6 58.0  54.6 53.9＊ 92.9 順調 

夜間急病センター受診者数 人 1,788 1,800 1,258 238 261 14.5 停滞 

健康長寿のまちづくり推進事業補

助金交付団体数 
団体 38 60 78 75 80 133.3 順調 

介護予防のための自主活動グルー

プ数 
グループ 201 235 219 255 256 108.9 順調 

障がい者の一般就労移行者数 人 11 18 6 5 6 33.3 停滞 

地域生活への移行者数 人 3 5 0 1 0 0 停滞 

圏域内基幹相談支援センター数 ヶ所 0 1 0 1 1 100 順調 

生活困窮者に対する相談支援件数 件 286 362 330 842 431 119.1 順調 

審議会・委員会などに占める女性

委員の割合 
％ 26.6 35.0 28.7 28.3 27.6 78.9 停滞 

避難行動要支援者名簿提供同意率 ％ 77.6 100.0 75.8 64 62 62 停滞 

ボランティア登録者数 人 3,897 4,000 3,639 3,426 3,190 79.8 停滞 

信州型自然保育を受ける児童の割

合 
％ 52.0 54.0 57.9 56.4 58.1 107.6 予定以上 

教育・保育における認可施設数 施設 23 29 29 29 31 106.9 順調 

乳幼児健診受診率 ％ 98.4 99.0 98.1 97 98.6 99.6 順調 

表中＊印は推計値 

 

 

 

 

 

 

 

（２）基本目標の評価 

令和元年度末から続く新型コロナウイルス感染症（以下、コロナ）の影響は、各方面に波及して

います。健康づくりに関する指標である各種検（健）診受診率の低下や、地域医療の充実を見る指

標である夜間急病センターの受診者数の停滞にも、その影響は見て取れます。また、生活困窮者に

関する相談支援件数については、昨年度からはほぼ半減したものの、コロナ禍以前と比べると 100

件近く多い支援を行っており、依然多数の支援が必要とされていることが分かります。 

高齢者福祉に関しては、アクティブシニアがんばろう事業補助金の交付実績は昨年度を上回った

ほか、介護予防に関する自主活動グループ（一般介護予防事業）の数も維持されていることから、

市民ニーズと市の支援がマッチし、奏功しているものと評価できます。 

障がい者の一般就労への移行は、コロナ禍の経済活動停滞の影響も受け目標を下回っています。

また、地域生活への移行者数についても、受入環境への不安から停滞しています。社会全体におけ

る障がい者への理解や受入ノウハウの普及と共に、市民一人ひとりの心の障壁の除去を関係機関と

連携して、さらに進める必要があると思われます。 

地域福祉の推進については、数値目標となっている避難行動要支援者名簿提供同意率、ボランテ

ィア登録者数のいずれも停滞の評価であり、地域での助け合いの体制強化に向け関係機関との連携

も深める必要があります。 

人権尊重の指標となっている「審議会・委員会などに占める女性委員の割合」については、依然

目標に至っていない状況です。市では「多様性を尊重し合う共生社会づくり計画」を令和４年度中

に策定の予定です。市民それぞれの個性が尊重され能力を発揮できる環境づくりに向け、さらなる

取組強化を目指します。 

出産・子育て支援の充実については、令和３年度は穂高北部児童館が竣工したほか、三郷西部認

定こども園の建替工事が始まるなど、子育て環境の整備が進んでいます。 

活動指標では、信州型自然保育の普及や待機児童の解消が順調に進んでいます。また、乳幼児健

診受診率も高水準を維持しています。指標に現れない案件として、家庭児童相談室への相談件数の

増加や、育児における不安解消のための支援なども課題となっています。出産後の支援の充実や子

ども家庭総合支援拠点の設置に向けた検討を、積極的に進める必要があります。 

 

 

 

 

 

  

１．基本目標１ いきいきと健康に暮らせるまち   

 

1



2



3



4



5



6



7



8



9



10



２．基本目標２ 魅力ある産業を維持・創造するまち  

 

足腰の強い魅力ある産業を創造し、活力にあふれた賑わいのあるまちをつくります。 

 

【基本目標に係る評価の概要】 

（１）数値目標の達成状況 

この基本目標に関する数値目標は 14 項目あり、その進捗の判定は以下のとおりです。 

予定以上 順調 停滞 その他 合計 

０ ６ ６ ２ １６ 

  ※その他…国の公表資料等、現段階では数値が公表されていない、または把握できていないもの 

 

指標 単位 
現状値 

（H28） 

目標値 

（R4） 
H31 R2 R3 達成率 進捗状況 

認定農業者数 経営体 267 270 283 272 295 109.3 順調 

集落営農組織数 組織 27 28 27 27 27 96.4 停滞 

林業従事者数 人 53 57 51 45 47 82.5 停滞 

林内路網 ｍ/ha 30.0 31.7 30.6 32.5 33.2 104.7 順調 

わさび栽培面積 ha 31.3 33.0 32.0 32 32 97 停滞 

安曇野わさびの地理的表示（GI）取

得数 
件 0 1 0 0 0 0 停滞 

新規起業者数 人 6 10 13 7 6 60 停滞 

創業支援・人材育成セミナー受講

者数 
人 20 20 17 30 36 180 順調 

企業誘致数 社 4 6 ７ 9 2 33.3 順調 

勤労者互助会の会員数 人 1,214 1,300 1,517 1,504 1,487 114.4 順調 

観光消費額 億円 113 188 126 67 未確定 － － 

外国人宿泊者数 人 15,000 25,000 23,374 1,050 未確定 － － 

異業種連携による起業数（商品数） 
件 

(累計) 
4 10  12 12 120 順調 

海外輸出農産品 品目 1 3 2 0 0 0 停滞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）基本目標の評価 

地域活力の創出と若者世代の定着をはかるためには、産業振興が欠かせません。市では、本基本

目標に基づき、農林水産業や商工観光業の振興に加え、安曇野らしさを活かした地域ブランド強化

に係る取組みを行っています。 

農業に関しては、平成 29年３月に策定した「第２次安曇野市農業・農村振興基本計画」に基づき

「稼ぐ」「守る」「農と生きる」を３本柱に取組んできた結果、認定農業者数は令和２年度から３年

度で 23 団体増の 295 団体となり、集落営農組織数についても目標には達しなかったものの現状を

維持しています。一方で、林業従事者は令和２年度に大幅に減少したまま新たな人材の確保に至っ

ていないため、早急な対策が必要です。 

工業に関しては、令和３年度はあづみ野産業団地を拡張したことで、市外から新たに２企業を誘

致することができました。一方、商業に関しては、IC 周辺、商業施設集積地等への新規参入はある

ものの、コロナの影響もあり新規起業が停滞しており、商店街の空洞化や事業継承といった課題に

もつながる懸案事項となっています。総合計画には「魅力ある個店や商店街づくり」と記載があり、

立地適正化計画においても旧町村を中心拠点とする都市の骨格構造が示されています。商業振興に

関する具体的な支援について、市が行う商工業助成制度全体のバランスを見る中で検討が必要です。 

観光関連施策は、コロナの影響で停滞を余儀なくされています。コロナに伴う行動制限が続く中、

コロナ禍でも楽しめるアウトドアアクティビティや、ワーケーションへの関心が高まっています。

令和４年度には次期観光振興ビジョンを策定の予定ですが、ウィズコロナ時代の観光スタイルに対

応した施策展開が求められます。 

産業振興にあたり地域の強みを付加価値として転換するためにも、地域ブランド創出の取組みは

大きな課題です。この点では各種指標は達成できておらず、産学官連携も含め部局横断的な推進体

制を改めて検討する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

  

２．基本目標２ 魅力ある産業を維持・創造するまち  
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３．基本目標３ 自然環境を大切にするまち  

 

豊かで美しい自然環境を守り、快適な生活環境を次代につなぐまちをつくります。 

 

【基本目標に係る評価の概要】 

（１）数値目標の達成状況 

この基本目標に関する数値目標は８項目あり、その進捗の判定は以下のとおりです。 

予定以上 順調 停滞 その他 合計 

４ ０ ３ １ ８ 

  ※その他…国の公表資料等、現段階では数値が公表されていない、または把握できていないもの 

 

指標 単位 
現状値 

（H28） 

目標値 

（R4） 
H31 R2 R3 達成率 進捗状況 

環境学習の参加者数 人 248 300 354 127 162 54 停滞 

特定外来生物駆除活動の参加者数 人 7,790 8,000 7,194 3,068 4,551 56.9 停滞 

環境美化活動団体数 
団体

(累計) 
217 277 334 358 441 159.2 予定以上 

環境美化活動参加者数 人 34,187 36,000 40,498 35,008 42,745 118.7 予定以上 

人為的な地下水涵養量 
万リュ

ーベ 
112.8 180.0 39.6 114.4 181.1 100.6 予定以上 

１人１日あたりのごみ排出量 ｇ 787 736 777 801 811 90.8 停滞 

資源物排出量 ｔ 3,354 3,142 2,510 2,547 2,532 124.1 予定以上 

温室効果ガス総排出量（市所有施

設） 
kg-CO2 

19,885,

598 

前年度

比 1.0％

以上削

減 

19,129

,828 

18,267

,139 
集計中 － － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）基本目標の評価 

豊かな自然と文化に囲まれつつ、利便性を併せ持っている点が本市の特色です。この恵まれた環

境は、自然や生態系の維持・保全のみならず、本市の住み心地の良さ、社会動態の改善にも寄与し

ているものと考えられます。 

平成 27 年（2015 年）９月に国連サミットでＳＤＧｓが採択されたことを契機に、環境問題に対

する国際的な関心が高まり、その捉え方や対策に対する意識の転換期を迎えています。ＳＤＧｓへ

の取組みは国際的に広がっており、長野県でも令和元年 12月に「気候非常事態宣言-2050 年ゼロカ

ーボンへの決意-」を宣言、これに本市も賛同しています。本市でも、第２次環境基本計画の見直し

や地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の策定の中で具体的な施策を検討し、ゼロカーボン実現

に向けた取組を加速させていく必要があると考えます。 

 

令和３年度の本基本目標に係る評価では、「環境学習の参加者数」「特定外来生物駆除活動の参加

者数」「１人１日あたりのごみ排出量」について、策定当初の数値すら割り込む結果となっていま

す。これについては、コロナ禍による活動の中止や参加自粛、在宅時間の長期化に起因するものと

考えられ、必ずしも施策の後退を示すものではないと捉えています。また、環境美化活動に参加す

る団体や市民の数は目標値を上回り、資源物排出量は目標値よりも減少させることができており、

環境問題に対する市民の意識は決して低くないことが伺えます。 

主な課題としては、水環境基本計画上の数値目標を達成するための新たな地下水涵養施策、長期

にわたり検討されてきた地下水利用者の費用負担ルール、解決の道筋が見出せない三郷地域の畜産

臭気対策や不法投棄問題、新エネルギー・再生可能エネルギーの研究等が挙げられます。 

近年、環境政策は、「経済の制約」をもたらす政策ではなく、投資の促進や生産性の向上、産業構

造の変革につながるという認識となっています。ＳＤＧｓは市内企業でも県推進企業の登録が進み、

市内学校においても学習に取り入れられ、その理念は、若い世代に確実に浸透しはじめています。

この機運は、環境を資源として政策に組込みまちづくりを進める本市にとっても強い追い風になり

得るものと推察されます。 

 

  

３．基本目標３ 自然環境を大切にするまち  
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４．基本目標４ 安全・安心で快適なまち  

 

安全・安心で、一人ひとりが心穏やかに暮らせる快適なまちをつくります。 

 

【基本目標に係る評価の概要】 

（１）数値目標の達成状況 

この基本目標に関する数値目標は 17 項目あり、その進捗の判定は以下のとおりです。 

予定以上 順調 停滞 その他 合計 

０ １１ ６ － １７ 

  ※その他…国の公表資料等、現段階では数値が公表されていない、または把握できていないもの 

 

指標 単位 
現状値 

（H28） 

目標値 

（R4） 
H31 R2 R3 達成率 進捗状況 

防災訓練参加者数 人 9,294 12,000 2,554 2,093 2,546 21.2 停滞 

消防団協力事業所表示制度におけ

る協力事業所数  

  

事業所 51 65 54 49 51 78.5 停滞 

土砂災害危険個所存在区における

避難体制づくりの取組率 
％ 12.0 48.5 43.8 43.8 43.8 90.3 停滞 

市内の交通事故（人身事故）発生件

数の増減率 
％ -1.1 -1.1 -2.8 -4.5 -3.5 318.2 順調 

市内の刑法犯認知件数 
件(暦

年) 
469 378 318 324 187 202.1 順調 

消費者講座回数 回 13 15 10 2 1 6.7 停滞 

消費者講座参加者数 人 437 500 252 36 4 0.8 停滞 

都市計画道路整備率 ％ 33.4 35.4 35.4 36.1 33.1 93.5 順調 

景観づくり講座開催回数 回 0 5 1 1 2 40 順調 

耐震診断戸数 
戸 

(累計) 
534 1,094 1,020 1,044 1,065 97.3 順調 

耐震改修戸数 
戸 

(累計) 
102 192 166 178 187 97.4 順調 

主要管路耐震化率 ％ 22.5 49.9 29.8 32.2 36.8 73.7 順調 

水洗化率 ％ 81.9 88.9 85.3 86.3 87.0 97.9 順調 

移住支援による移住者数 世帯 20 
60 

(累計) 
41 84 106 176.6 順調 

市道舗装率 ％ 75.6 77.5 76.5 76.7 76.7 99.0 順調 

歩道整備率（改良済 5.5ｍ以上） ％ 70.5 72.7 70.0 70.4 70.5 97.0 順調 

「あづみん（デマンド交通）」の利用

者数 
人 85,365 88,000 86,681 75,970 78,975 89.7 停滞 

 

 

 

 

 

 

 

（２）基本目標の評価 

本市は、地方都市にも関わらず社会動態の好調を長年維持している点が特徴です。コロナ拡大後、

人口の東京一極集中に変化の兆しがあります。移住の地・定住の地として選ばれるには、災害に強

く質の高いインフラ、事件や事故のない安全さ、計画的で良好な景観を有するまちであり続けるこ

とが大きな条件となります。 

 

まず、防災減災の観点による評価では、「防災訓練」や「土砂災害危険個所存在区における避難体

制づくり」においてコロナ禍の影響が表れており、この期間に市民の防災に対する意識や関心の低

下を防ぐ手立てが必要であると考えます。また、「消防団協力事業所表示制度における協力事業所

数」の停滞はコロナ禍以前からの課題であり、現代のライフスタイルを踏まえた上で消防団の充実

強化に向けたあり方の検討が必要です。 

事件・事故の防止の観点では、交通・防犯の指標は順調であり、交通安全運動等の啓発活動が市

民に浸透していると評価できます。一方、消費者講座についてはコロナの影響で開催できていない

ことから、昨今市内でも被害の報告がある悪徳商法や特殊詐欺等の被害防止のためにも、関係団体

との連携や広報啓発活動、相談体制の充実を図り、一人ひとりの意識を高めていくことが必要です。 

住みやすさや利便性の向上に関する施策では、道路橋梁、河川、上下水道等のインフラ整備につ

いては、各個別計画や地元要望等に基づき優先度の高いものから取組が進められています。 

公共交通については、「デマンド交通あづみん」の利用者は増えているものの当初目標には達し

ておらず、現在のニーズに的確に対応することが求められています。今後、デマンド交通にはＡＩ

を活用した予約システムの導入や土曜日の実証運行等の取組みが予定されており、その効果を十分

に検証する必要があります。 

移住・定住の促進に関しては、移住支援による転入者が順調に増加しています。移住・定住のさ

らなる促進には、市の総合的な魅力向上と移住希望者への的確なプロモーションが必要になるため、

部局横断的な取組みと市民や民間事業者との連携など、推進体制の強化が課題です。 

 

 

  

４．基本目標４ 安全・安心で快適なまち  
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５．基本目標５ 学び合い 人と文化を育むまち  

 

人と人が幅広く活発に交流し、豊かな人間性と文化を育むまちをつくります。 

 

【基本目標に係る評価の概要】 

（１）数値目標の達成状況 

この基本目標に関する数値目標は 12 項目あり、その進捗の判定は以下のとおりです。 

予定以上 順調 停滞 その他 合計 

０ ２ １０ － １２ 

  ※その他…国の公表資料等、現段階では数値が公表されていない、または把握できていないもの 

 

指標 単位 
現状値 

（H28） 

目標値 

（R4） 
H31 R2 R3 達成率 進捗状況 

不登校の割合 ％ 1.3 0.5 2.0 2.6 3.4 0 停滞 

学習支援等ボランティア登録数 人 400 600 153 163 171 28.5 停滞 

放課後子ども教室登録率 ％ 18.5 20.0 20.9 19.5 22.0 110 順調 

青少年体験型講座数及びリーダー

養成講座数 
回 17 26 16 15 15 57.7 停滞 

生涯学習講座参加者数 人 22,674 23,000 21,138 7,313 11,668 50.7 順調 

図書館利用者数 人 212,808 228,000 237,305 190,239 191,229 83.9 停滞 

県・国レベルのスポーツ大会の開

催件数 
件 38 40 26 16 21 52.5 停滞 

体育施設利用者数 人 666,494 700,000 816,369 540,328 353,573 50.5 停滞 

芸術・文化講座などの参加者数 人 14,844 15,000 13,556 4,026 8,028 53.5 停滞 

美術館・博物館などの入場者数 人 78,096 80,000 64,822 28,628 47,540 59.4 停滞 

市民団体が主催する国際交流事業

数 
回 5 7 8 2 1 14.3 停滞 

市民団体が主催する国内友好交流

都市などとの交流事業数 
回 6 8 30 1 0 0 停滞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）基本目標の評価 

総合計画では、深い教養と社会性を備えた豊かな人を育むまちづくりを重点テーマとし、教育と

学習の両面に取組む方針を取っています。 

 

学校教育の充実の面では、令和３年度は、ＧＩＧＡスクール構想により小学校へ１人１台の端末

配備を完了、また令和４年度から始まる学校給食会計の公会計化に向けたシステムの構築に取組み

ました。 

活動指標に目を向けると、「不登校の割合」が年々増加傾向にあり、人数で見ると令和２年度の

187 人から令和３年度は 243 人と大幅に増加しています。この傾向は当市に限ったものではありま

せんが、個々に寄り添ったきめ細やかな支援が求められます。また、「学習支援等ボランティア登録

数」も停滞しており、これについては現在の仕組みに課題があると考え、制度の見直しを検討しま

す。「放課後子ども教室登録率」は目標を上回っており、ニーズに応じたサービスを提供できている

と評価できます。なお、「放課後児童クラブ」については、受入スペースの確保・整備も含め、受入

学年の拡大を順次進めていきます。 

 

生涯学習に係る令和３年度の事業としては、新総合体育館「ＡＮＣアリーナ」が竣工・開館した

ほか、ＭＴＢコースの整備が進むなど、市民の健康志向の高まりやスポーツ活動に対するニーズに

対応した環境整備を進めることができました。また、芸術文化の取組みとして、東京藝術大学によ

る中学校吹奏楽部のリモート指導や県芸術監督団による「長野オーガニックＡＩＲ（アーティスト・

イン・レジデンス）」を招致し好評を得ました。 

一方活動指標は、いずれもコロナの影響を大きく受けており、軒並み停滞の評価となりました。

この状況はしばらく続くものと想定されることから、ウィズコロナに対応した学びの機会の提供や、

博物館や図書館といった施設利用者数の向上策の検討が必要です。 

 

  

５．基本目標５ 学び合い 人と文化を育むまち  
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６．基本計画推進に当たっての経営方針  

 

前期基本計画の５つの経営方針 

・方針１ 協働によるまちづくりの推進 ／ ・方針２ 広報・広聴の充実 

・方針３ 地域情報化の推進      ／ ・方針４ 質の高い行政経営の推進 

・方針５ 健全財政の堅持 

 

【基本目標に係る評価の概要】 

（１）数値目標の達成状況 

この基本目標に関する数値目標は８項目あり、その進捗の判定は以下のとおりです。 

予定以上 順調 停滞 その他 合計 

３ ２ ２ １ ８ 

  ※その他…国の公表資料等、現段階では数値が公表されていない、または把握できていないもの 

 

指標 単位 
現状値 

（H28） 

目標値 

（R4） 
H31 R2 R3 達成率 進捗状況 

市民活動サポートセンターにおけ

る活動団体取材件数 
件 14 100 11 35 33 33 停滞 

区への加入世帯数 世帯 28,973 29,300 29,127 28,761 28,848 98.5 順調 

市のホームページへのアクセス件

数 
件 476,222 607,230 578,003 604,344 636,977 104.9 予定以上 

市政懇談会参加者数 人 567 790 31  92 11.6 停滞 

電子申請・届出システム 様式 28 30 45 65 145 483.3 予定以上 

市職員の通信教育講座受講者割合 ％ 8.4 10.0 12.6 13.9 16.3 163 順調 

市税現年収納率 ％ 99.2 99.2 99.3 99.3 99.43 100.2 予定以上 

実質公債費比率 ％ 9.6 12.3 9.5 9.5 9.1 135.2 予定以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）基本目標の評価 

「基本計画推進にあたっての経営方針」は、前期基本計画の推進にあたっての基本であり、基本

構想の実現に向けた基本施策としても位置付けています。各経営方針は、いずれも市政の重要課題

である少子高齢化・人口減少への対処（地方創生）、そして本市の行政サービスの維持向上を企図し

設定されたものです。 

 

方針のうち「協働によるまちづくりの推進」については、深刻化が想定される人口減少に対処す

るための方策として、継続的、長期的に取組むべきテーマとなります。 

本方針における課題の一つとして、各区の運営、特に役員人材の不足や持続可能な体制づくりが

挙げられます。区は、市と対等なパートナーとして諸課題に対応しています。多様化な価値観や生

活スタイル等に対応した区の運営や体制づくりが必要な段階にあると考えられます。また、市民活

動サポートセンターも、市民活動団体間を横繋ぎするための支援強化が望まれます。 

 

「広報・公聴の充実」では、ホームページのアクセス件数は目標以上ですが、昨今はメディアの

多様化も進み、従来の広報紙やウェブサイトによる情報提供に加え、ＳＮＳの活用など幅広い年代、

市民へ情報を届ける工夫が必要です。 

「地域情報化の推進」については、施策指標の「電子申請・届出システムの様式数」は飛躍的に

増加しています。しかし、国におけるＤＸの取組みは加速しており、デジタル化の分野は単に申請

行為の電子化に留まりません。行政サービスのデジタル化移行の要となるマイナンバーカード交付

率の向上や、デジタル技術を活用した業務効率化や市民サービスの向上が一層求められているとこ

ろです。また、市民のＩＣＴリテラシーの向上にも注力する必要があります。 

 

「質の高い行政経営の推進」、「健全財政の堅持」については、いずれの施策指標も順調または予

定以上の評価となっています。本方針は、行政運営にあたっての基本となるものです。市民ニーズ

や地域の課題に応じ、的確、且つ柔軟に対応するため、引続き職員資質の向上や組織体制の構築を

図るとともに、行政の透明化を保ちつつ、無駄のない行政運営に取組む必要があります。 

 

６．基本計画推進に当たっての経営方針  
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